
派 遣 報 告 書（報告者：吉田 雄登 ） 
大会名 第 46 回 U12 全九州バスケットボール鹿児島大会 

開催地 鹿児島県 

日 時 令和 8 年 2 月 21 日（土）～ 22 日（日）  

担当ｹﾞｰﾑ 1 （男子）鬼塚 （佐賀③）  vs  桜丘（鹿児島①） 

相手審判    CC：吉村 祐亮（長崎） U1：吉田 雄登（大分）  

（担当ゲーム１）Pre-Game Conference 

・テンポセット 

・プレスディフェンスに対する役割分担の確認 

・スイッチサイドの確認 

・ベンチコントロール 

（担当ゲーム１）Post-Game Conference 

・1Q にイリーガルな手の使い方について基準を示し、試合を通してブレることなく判定できた。 

・バックコートにて起こるプレスディフェンスの対応について、クルーにて共有した一定の距離感で目線を

当てることができた。 

 
担当ｹﾞｰﾑ 2 （男子） 桜丘（鹿児島①） vs  東大宮（宮崎②） 

相手審判 CC：吉田 雄登（大分）  U1：弥永 亮平（福岡）   

（担当ゲーム１）Pre-Game Conference 

・バックコートにおける役割の確認 

・ベンチコントロール 

・テンポセット 

（担当ゲーム１）Post-Game Conference 

・序盤想定したゲーム展開とは違った展開となり、目線合わせに時間を要し後手に回ったように感じた。 

・都度クルーにてコミュニケーションを取り、ズレを修正することができた。 

・第 4Q 残り 9.8 秒のタイムアウト時、第 3Q に起きた得点の加算誤りが発覚し訂正した。競技規則を正確に

理解し、適切な処置をするべきであった。 

 

 

 

 

 

 



担当ｹﾞｰﾑ 3 （女子） 大志（佐賀②） vs  土井首（長崎②） 

相手審判 CC：久木田 淳（鹿児島）  U1：吉田 雄登（大分）   

（担当ゲーム１）Pre-Game Conference 

・テンポセット 

・プライマリの確認 

・ベンチコントロール 

（担当ゲーム１）Post-Game Conference 

・第 1Q に示した基準を選手・ベンチともに理解していただき、クリーンなゲーム展開となった。 

・ベンチとも適切にコミュニケーションを取ることができた。 

・第 4Q 終盤のプレスディフェンスに対するクルーの対応が遅れ、クルー間の距離が長くなってしまった。 

 

 

 
今大会に参加しての感想など 

今大会は、ブレることなく一定の基準を示すこと・ベンチからのアピールに対して適切に対応することを

目標に設定して臨みました。 

初の県外派遣ということもあり緊張もありましたが、クルーでコミュニケーションを取りつつ良い精神状

態でゲームに集中できたと思っています。また、ベンチからのアピールについては毅然と且つ短くコミュニ

ケーションを取ることができ、自分の一番課題とする点についても次のステップに進むことができたと感じ

ました。 

初日 2試合目の担当ゲームにおいては、T.Oの管理に課題を残しました。特に U12 のゲームにおいては今

後も起こり得る事象であると考えますので、まずはそのような事態が発生せぬよう、T.Oについてもレフリ

ーとして管理をしていきたいと思っています。また、起きてしまった場合にはその後の処置について、競技

規則を正しく理解した上で適切に対応をしたいと思っています。 

今回、派遣してくださった大分県バスケットボール協会の皆様、審判委員会の方々へ深く感謝し報告とさ

せていただきます。 

 


